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１　概況

長野八ヶ岳農業協同組合（以下「JA長野
八ヶ岳」という）は、平成13年に、当時の
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、JA野辺山開拓が合併し、発足しまし
た。組合員数は約3800人（令和５年２月
末時点）、管轄地域は小海町、川上村、南牧
村、南相木村、北相木村の１町４村で構成
され、標高850～1500メートルの高低差
と内陸性気候などの自然条件を生かし、レ
タス、キャベツ、はくさいなどの高原野菜
を生産している夏野菜の一大産地です。

２　管内の野菜価格安定制度下での高原野
菜生産とさまざまな取り組み

当地域では、昭和10年に鉄道（小海線）
が開通したことで、作物を遠方まで出荷で
きるようになったことにより、昭和35年
頃からレタス、キャベツなどの高原野菜の
生産が始まりました。
レタスは、露地で栽培されるため天候の
影響を受けやすく、天候次第で作柄や品質
が左右され、価格にも大きく影響します。
価格が大きく変動すれば農家経営が不安定
となるため、農家にとって販売価格の安定
は非常に重要です。このため、JA長野八ヶ
岳管内では、多くの生産者が野菜価格安定

制度を活用した需給バランスをかんがみた
計画生産と、消費者への安定供給に努めて
います。また、生産計画から流通、販売に
至るさまざまな場面での対策や取り組みを
行い、市場ニーズに合わせた信頼と競争力
のある産地づくりを進めています。
以下にその重点的な取り組みを紹介しま
す。

①品質対策
全国に先駆けて、全面マルチ栽培（写真
１）を行っていることが大きな特徴です。
根腐れ病対策として、抵抗性品種の導入、
輪作、土づくり対応を進めています。これ
らの取り組みがレタスの品質安定につな
がっています。適地や適期に合わせた最適
な品種選定に向けて、毎年栽培試験を重ね
て有望品種を選定し、播
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種期に応じていく
つもの品種を使い分けています。天候や作
柄にも大きく左右されるため、品種選定は
非常に重要です。

全国農業協同組合連合会長野県本部　生産販売部　野菜きのこ課　井上　慎也

野菜価格安定制度を活用したJA長野八ヶ岳の高原レタス戦略
～安全・安心、品質保持の取り組み～

写真１　全面マルチ栽培



野菜情報 2024.1066

②産地のブランド化
JA長野八ヶ岳では、年間約590万ケー
ス（約５万9000トン）のレタスを全国に
出荷し、夏秋期においては大きな供給ウエ
イトを占めています。夏場でも冷涼な気候
を生かした野菜生産と、大都市圏が近いた
め鮮度を保持したまま届けられるというメ
リットもあります。高冷地で生産される高
原野菜という特徴を生かし、「太陽に一番
近い野菜たち」として高原野菜のブランド
化を進めています（写真２）。

③品質保持流通
産地の採れたてのおいしさをそのまま消
費地に届けられるように、品質保持流通に
取り組んでいます。流通過程における鮮度
劣化を抑制するため、収穫からすぐに集荷
所に持ち込み（写真３）、短時間で冷却で
きる真空予冷施設（写真４）を活用するこ
とで、輸送中の劣化を防止しています。そ
の後も低温輸送車（写真５）を活用するこ
とで収穫から市場到着までのコールド
チェーンを構築し、品質保持流通に取り組
んでいます。

④計画生産・計画出荷
生産者から取りまとめた生産計画を基
に、長野県、全農長野と連携し、需給バラ
ンスをかんがみた「長野県野菜基本計画」

を策定し、全農長野を通じた戦略的な全県
分荷（注）により、全国の市場へ出荷してい
ます。近年流通量が伸びているブロッコ
リーなど、実需者要望に沿った品目誘導も

写真２　管内レタス圃場 写真３　�鮮度保持のため、収穫後すぐに
集荷所に持ち込まれるレタス

写真４　�各集荷場に設置されている真空
予冷施設

写真５　低温輸送車
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行い、魅力ある産地づくりにも取り組んで
います。また、産地情報を実需者と共有し、
販売提案に役立てています。

（注）県内の出荷物を一元的に集計して、分荷すること。

⑤契約取引
量販店や加工・業務用需要に対応するた
め、卸売市場を経由した契約取引に取り組
んでいます。安心してJA長野八ヶ岳の野
菜を使っていただけるよう安定生産に努
め、ロスが少なく、陳列や取り出しの点な
どでも取り扱いやすく、効率的な輸送がで
きるといったメリットがあることから、実
需者からの要望の高いコンテナ流通にも取
り組むなど、柔軟な対応をとっています。
現在、野菜を取り巻く環境は大きく変化し、
流通も多様化する中で、時代のニーズを的
確につかみ、生産者の所得確保を図ってい
ます。

⑥安全・安心
安全･安心の取り組みとして、地区で組
織する「南佐久野菜協議会」が毎年更新発
行する「栽培防除日誌」に基づく農薬の適
正使用と、防除履歴の記帳を生産者に徹底
しています。そのデータはコンピューター

システムに栽培履歴として蓄積していま
す。出荷前に生産者が記帳した防除日誌を
JA担当者がチェックし、検査機関による
残留農薬検査を行い、安全性が確認された
農産物を出荷しています。また、実需者か
らの要望を受け、グローバルGAPの認証
取得にも取り組んでいます。さらに、土壌
診断を実施し、診断結果に基づいた適正施
肥を行いコスト低減と環境に配慮した持続
的な農業生産を進めています。現在、資材
費の高騰や人手不足が問題となっています
が、農業情報（営農支援）システム「あい
作」などを導入し、効率的な栽培管理に努
めています。

⑦消費拡大
たくさん食べてもらえるように、もっと
野菜が身近なものになるようにと、食育活
動や食べ方の提案（写真６）を積極的に実
施しています。食育活動では、県外の小学
生を産地に招き、種まきから定稙作業まで
を体験してもらい（写真７）、収穫したも
のを彼らに都内のスーパーで販売する体験
をしてもらっています。
今後、日本の人口が減少する中で、野菜
消費量の維持･拡大に向けて消費宣伝活動
にも力を入れていきます。

写真６　�スーパーで食べ方の提
案をする販売促進活動

写真７　�県外の小学生を対象とした
レタス圃場での農業体験
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３　まとめ

JA長野八ヶ岳は、昭和44年に南佐久地
区で夏秋レタスの指定産地の指定を受け、
以来半世紀以上にわたり野菜価格安定制度
を活用しています。
露地で栽培される夏秋レタスの生産は天
候の影響を受けやすく、その場合、生産量
が極端に変動します。出荷量が大きく増え
ると価格低迷を招き、農家経営に甚大な影
響を与えるため、JA長野八ヶ岳では、レ
タスを含めはくさいやキャベツなどの葉菜
類を中心に、野菜価格安定制度を活用して
います。産地では、肥料や生産資材などの
生産コストの高騰、人手不足、物流の
2024年問題や燃料価格高騰などによる輸
送費の増加など、多くの課題を抱えていま
すが、同制度の活用により、レタス生産の
価格変動リスクに対応しながら、高原レタ
ス「太陽に一番近い野菜たち」のブランド
化、防除日誌の記帳や栽培履歴管理による
安全・安心な野菜生産、コールドチェーン
構築などによる鮮度保持、契約取引による
販売方法の多様化などに積極的に取り組
み、将来にわたる市場ニーズに応える信頼
と競争力のある産地づくりを進めていま
す。
野菜価格安定制度は、生産者の経営安定
だけでなく消費者への安定供給も目的とし
ており、国内の野菜の安定供給にも大きく
貢献しています。この制度は長野県の生産
販売戦略上、必要不可欠なものであり、再
生産価格の確保に向けて有意義な事業であ
り、生産者の利用継続とともに事業の堅持
を強く求めていきます。

井上　慎也（いのうえ　しんや）
全国農業協同組合連合会長野県本部　生産販売部　
野菜きのこ課
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